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第 5 章では，第 4 章で指摘した問題点を解決する新しい非線形ガイド波法を提案し
ている．この手法は，オートパラメトリック励振的現象を利用すれば，非線形ガイド
波の振幅が伝播距離に対して定常に至ることに基づいて，非線形材料定数の変化を同
定するというものである．定常振幅解の存在を伝播モード直交性と多重尺度法を用い
て解析的に明らかにしている．さらに，伝播距離に対する定常振幅の安定性を調べ，
実用性のある現象であることを示している． 
第 6章は結言であり，各章で得られた内容を総括し，本研究の成果を要約している． 
以上要するに，本研究は，累積的高調波を含む非線形ガイド波に着目し，伝播モー
ドの直交性と多重尺度法を用いた理論解析により，ガイド波が長距離を伝播する際の
動力学的な挙動を明らかにしたうえで，その特徴を活用した新しい非破壊検査手法を
提案するものであり，機械工学分野において，工学上，工業上寄与するところが少な
くない．よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認め
る． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（マルチディシプリナリ・デザイン科学専修）科目担当者
で試問を行い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
